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◆ 巻頭言 ◆

A look at the different corners of the biotechnology community 

分野としてのバイオテクノロジーは、伝統的な発酵工学をはじめとして酵素工学、代謝・

細胞工学、遺伝子工学から再生医療、ケミカルバイオロジーなどの幅広い領域を含み、その

裾野は拡大を続けている。これらの分野は人類が直面する食糧・エネルギー・環境・健康問

題の解決に直結することから、当分野の発展は人類が持続的繁栄を続けるための鍵を握ると

いえる。我が国ではバイオテクノロジーに焦点を置く学会・部会が多数存在し、当部会以外

にも、例えば日本生物工学会、日本農芸化学会、化学工学会バイオ部会、環境バイオテクノ

ロジー学会、マリンバイオテクノロジー学会、酵素工学研究会などが挙げられる。しかしな

がらそれぞれの学会・部会の分野的ルーツが異なるため、対象とする領域や問題解決へ向け

たアプローチ法・技術的基盤などに個々の特徴が見られる。筆者が知る限り、当部会のよう

に化学を基盤とする組織は少なく、その果たす役割は大きいと考える。当部会の特徴を周知

するためにも、微生物学・植物学などの生命科学を基盤とする学会との交流は今よりも増え

て良いと考える。無理のない範囲で、他学会の関連組織の活動周知や組織間交流を意識して

いきたい。

話は変わるが、筆者は先日 The 15th Japan-China-Korea Joint Symposium on Enzyme 
Engineering を京都で開催する機会を得た。本シンポジウムの発足当時（1990 年）は日中の

二国間会議であり、参加者も 50-60 名程度であったが、最近では参加者が 200 名を越える比

較的大きな集会となっている。近年は中国の参加者の増加が顕著であり、分野も酵素工学に

とどまらずバイオテクノロジー分野全般における同国の勢いを強く感じている。またバイオ

テクノロジーを中心とした学協会では、アジアにおける組織連携の受け皿として、Asian
Federation of Biotechnology（AFOB）が 2008 年に設立され、アジア各国との交流が盛んに

なりつつある。日本からも当部会を含めて複数の学協会が組織会員として加盟しており、当

部会員がその運営にも携わっている。日本では AFOB 主催の活動が個人研究者レベルにまで

広く認知されているとは言い難いが、今後運営方法や活動計画が整備されるに伴って徐々に

浸透していくと期待している。AFOB 傘下の活動として Young Asian Biological Engineer’s 
Community（YABEC）を紹介する。YABEC は 1995 年に日本、韓国、中国、台湾のバイオ

テクノロジー、バイオプロセスエンジニアリング分野の若手研究者が中心となって創設され、

開催国を交代しながら毎年大会が開催されている。YABEC の開催は既に 23 回を数え、その

歴史は実は AFOB よりも古く、非常に活発な集会である。大会では若手研究者が数十名規模

で参集し、数日間の合宿形式で研究発表・情報交換を行っている。日本からは主に化学工学

会バイオ部会・日本生物工学会の会員が企画・参加している。興味ある部会員はウェブサイ

トを是非参照して頂きたい（YABEC で検索）。

今後も、今回のように国内外の関連組織の活動内容を部会員に紹介していくと共に、当部
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会の活動を他の学協会にも伝えていきたいと考えている。 
 筆者は本年より、横山憲二先生（東京工科大学）の後任として、部会長を拝命しました。

副部会長である後藤雅宏先生（九州大学）ならびに役員諸氏のご支援の下、微力ながら本部

会の発展に尽くして参りたいと存じます。部会員の皆様方が、これまでと同様に当部会を通

じて国内外の多くの学協会・研究者と活発な情報交換・研究交流ができるよう務めていく所

存です。部会員の皆様におかれましては、ご支援ご鞭撻賜りますよう、宜しくお願い申し上

げます。 
 

2018 年 7 月 京都大学工学研究科  跡見 晴幸 
（バイオテクノロジー部会 部会長） 
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◆ 先端研究ウォッチング ◆ 
 

膜タンパク質の機能を観る・操作する新たな技術—オプトバイオアナリシス— 
 

東京大学大学院理学系研究科 
化学専攻分析化学研究室 

教授 小澤 岳昌 
 
 
はじめに 
生命の分子化学的理解は、生命現象に対する我々の知的欲求を満たすとともに、医療・診

断技術の開発や疾患の原因解明に直結する極めて重要な課題である。中でも化学的視点から

生命の素過程を解明すること、そして生体分子反応による素過程をネットワークとして理解

する試みは、生命理解の究極の目的である。この課題に挑むためには、生命現象を深く理解

し、生命現象に学習した新しい分析基盤技術を創出することが必要不可欠であろう。我々は

これまで、生体分子の“真の生理機能”を理解するために、生物個体が生きた状態で“非破壊的”
に、かつ“定量的に”生体分子を時空間解析する蛍光・発光イメージング技術を開発してきた。

また近年は、特定の生体分子に摂動を時空間的に加える技術として、外部光を利用したタン

パク質の機能操作法を開発している。すなわち、化学的視点から生命の素過程を理解するた

めの革新的な「観る技術」と「操作する技術」を統合し、光の特性を最大限に活かした新た

な分析基盤技術を開発している。本稿では光による生体分子の操作技術に焦点をしぼり、そ

の基本原理と応用について概説する。  
 
光受容タンパク質 

外部光により標的のタンパク質を操作するためには、光受容タンパク質を利用する。光受

容タンパク質は、哺乳動物、植物、細菌および真菌など様々な生物種に存在する。多くの光

受容タンパク質は、光を感受するドメイン構造を有しており、低分子有機化合物がそのドメ

インに補因子として取り込まれ、特定の波長の光を吸収する。光吸収の際に発色団は光化学

反応により励起状態となり、ドメイン内とその周囲のアミノ酸側鎖を通じて、構造変化を惹

起する。この光受容タンパク質の全体的なコンフォメーション変化は、タンパク質の活性化

や、タンパク質—タンパク質間相互作用による下流シグナルの活性化をもたらし、結果とし

て光誘導型の生物学的表現系が生じる。多くの光受容タンパク質は、こうした生命現象の基

本原理を巧みに活用しており、その鍵となるドメインを切り出して光操作ツールとして利用

している。現在広く用いられている光受容タンパク質とそのクロモフォアの構造、ならびに

光吸収波長の関係を図１に示す[1]。   
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観る技術：光受容タンパク質 LOV2 を利用した pH センサー 
現在、ホタル由来のルシフェラーゼなど発光タンパク質を利用したバイオセンサーが様々

開発されている[2]。蛍光タンパク質に対してルシフェラーゼ発光は、発光強度が弱いことや

時間分解能に劣るなどの理由から、イメージング研究では積極的に利用されてこなかった。

しかし近年、励起光を必要とせずにイメージングができること、また生体深部からのシグナ

ルを取り出すことができることから、新たなイメージングのための光情報変換ツールとして

脚光を集めている[3]。我々はホタル由来のルシフェラーゼの活性を外部光により制御し生体

 
図１．光受容タンパク質とクロモフォアの構造、ならびに光吸収波長の関係 
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内の pH をモニターする新たな発光プローブを開発した。 
植物 Avena sativa 由来の光応答性タンパク質 Phototropin に含まれる LOV2 ドメインは、

外部からの青色光刺激によって領域中の αヘリックス（ Jα）がほどけ、構造変化を起こすこ

とが知られている。また LOV2 ドメインを暗所に置くと αヘリックスがまき戻り、元の構造

に回復する特徴をもつ。 そこで LOV2 ドメインの両端に、ホタルルシフェラーゼを２分割

した断片をそれぞれ連結したプローブを作製した(図２A)[4]。この融合タンパク質プローブは、

暗所では分割したルシフェラーゼ断片が近接し、ルシフェラーゼ再構成が起こることで発光

する。一方、青色光を照射すると、LOV2 ドメインの Jαが構造変化を起こすため、ルシフェ

ラーゼ断片が離れ発光能を失う。この光応答現象を確認するため、 DNA コンストラクトを

ヒト培養細胞へ導入し融合タンパク質を発現させて、細胞への光照射に対する発光反応の変

化を計測した。生細胞に対して青色光をパルス状に照射したところ、光照射直後から一時的

に発光が減少し、光をオフにすると数分以内に元の発光値まで回復することが解った（図２

B）。またこの反応は、複数回の光刺激においても同様の発光回復軌跡を示した。この光応答

性ルシフェラーゼ (以下 Photo-Inactivate Luciferase: PI-Luc) に含まれる LOV2 ドメイン

の光応答反応は、周辺の pH によってその回復時間が変化する。これは、LOV2 ドメインの

 
図２．（A）PI-Luc が光応答する原理図（B）PI-Luc の光 on/off 時における発光強度の

時間変化．青色↓は、光をパルスで照射した時間を示す．（C）PI-Luc の pH 依存的な発

光回復時間（D）マウス下肢の虚血/再灌流における pH 変化の長時間モニタリング．

PI-Luc をマウス下肢に発現させ、虚血状態を作製．光照射後の発光回復時間を疑似カラ

ー表示した． 
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タンパク質フォールディングの特性であることが過去の報告から解っている。そこで、PI-Luc
を安定的に発現する細胞株を用いて、細胞内部の pH を調整しそれぞれの pH 値での発光回

復反応を観察した。その結果、pH 値が酸性になるほど発光の回復時間が遅くなることが解っ

た（図２C）。この結果は、光照射後にルシフェラーゼ発光の回復速度を測定すれば、pH の

変化が測定できることを示している。この PI-Luc の回復時間は、発光基質濃度や ATP 濃度

を変えた条件において安定した値を示すことがわかった。即ち発光の回復時間は、ルシフェ

ラーゼの発光定量の弱点を補う全く新しい指標となる。次に、生きた個体における pH イメ

ージングを、PI-Luc による発光回復時間イメージングによって試みた。まずマウス脚先へ

PI-Luc を発現させ、生きたマウス組織内で光刺激によって PI-Luc の発光活性が変化するの

かどうかを確認した。結果、発光値は光照射後に一時的に減少し、数分以内に回復した（図

２D）。さらに虚血状態を作ると、発光回復時間が遅くなることから、pH が酸性となってい

ることが解った。開発した pH プローブは、動物組織内の pH 変化を長時間連続観察するた

めの新たなツールとなる。また分割ルシフェラーゼの種類を変えれば、異なる波長での pH
測定も原理的に可能となり、様々な応用可能性が期待できる。 

 
操作する技術１：光受容タンパク質 CRY2 と CIBN との相互作用を利用したキナーゼ活性の

光制御 
ホルモンや化学物質を細胞外に添加すると、細胞膜リセプターが物質情報を受け取り、細

胞内シグナルが活性化される。細胞内シグナルの重要な担い手の一つは、リン酸化酵素（キ

ナーゼ）によるタンパク質リン酸化である。これまでキナーゼ活性に直接摂動を加え、時空

間的にその活性を制御することは困難であった。そのためどの程度リン酸化が起きると、ど

のような経路のシグナルが動作するかという、量的・時間的な情報を取得することは容易で

はない。 
このような問題を解決するため、我々はセリン/トレオニンキナーゼの一つである Akt/PKB

キナーゼ（以下 Akt）活性を、外部光照射により制御する技術を開発した[5]。生体内におい

て Akt の活性は、その細胞質から細胞膜への局在変化によって制御されている。そこで、Akt
の局在変化を光制御する目的で、光感受によってヘテロ二量体を形成するタンパク質 CRY2
および CIBN を利用した（図３A）。CRY2 は光照射によって構造変化し、膜局在化シグナル

(Myr)を付した CIBN と相互作用することが知られている。その結果、CRY2 に融合した Akt
（CRY2-Akt）は、青色光を照射すると細胞膜に局在し、Akt の基質タンパク質をリン酸化す

ることで下流にシグナルを伝達する（図３B）。CRY2 と CIBN のヘテロ二量体形成は数分オ

ーダーの可逆的反応であるため、高い時空間分解能で Akt 活性を制御できる。実際、ウエス

タンブロット法によって、光照射パルスの回数に応じた段階的な CRY2-Akt の活性化を確認

した(図３C)。光照射により活性化した CRY2-Akt はさらに、Akt の基質タンパク質の一つで

ある GSK3 をリン酸化した。また CRY2-Akt の活性化は可逆的であり、光照射とその停止に

よって CRY2-Akt を任意の時間で活性化できることを実証した。さらに光照射の強度、パル
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ス幅、インターバルを調節することによって、CRY2-Akt 活性の時間パターンを自在に制御

可能であることを立証している。 
開発した技術を用いて、Akt 下流の細胞機能を、光照射によって制御可能かどうかを検証

した。Fox01 は Akt により制御される代表的な転写因子の一つである。FoxO1 を蛍光タンパ

ク質で標識した融合タンパク質の動態を、CRY2-Akt の光活性化前後でリアルタイム観察し

たところ、光照射に伴い Fox01 が核から細胞質に局在変化することが確認された。さらに、

Fox01 によってその発現が制御される遺伝子 Atrogin-1 の発現量が光照射に伴い減少するこ

とが解った。また、CRY2-Akt を発現する細胞の局所領域を光照射すると、照射した方向へ

の細胞遊走が生じることを確認した。これは、一細胞内で CRY2-Akt 活性の空間的勾配が生

じた結果と考えられる。以上の結果は、開発した手法によって、時間のみならず空間的にも

Akt 活性とその下流の細胞機能が制御可能であることを示している。本原理は、生体内にお

いてリン酸化酵素活性を時空間的に光制御するための一般的な方法として、様々なキナーゼ

に応用可能な方法の創出である。 
 

操作する技術２： CRY2 と CIBN との相互作用を利用した GPCR の光制御 
光照射により惹起される CRY2 と CIBN との相互作用を利用した制御技術をさらに発展さ

せ、細胞膜受容体の一つである G タンパク質共役受容体（GPCR）の光制御を実現した。 
GPCR はヒトのゲノム上に 800 種類以上コードされるタンパク質であり、多くの創薬研究に

おいて GPCR が標的とされている重要な細胞膜受容体である。リガンドが GPCR に結合す

ると、G タンパク質の活性化と平行して、GPCR は β-arrestin と相互作用し、細胞内のエン

 
図３．（A）Akt が外部光により活性化する原理図（B）光照射と暗所化における Akt の
細胞内局在．光照射下では Akt は細胞膜へと移行する．（C）光照射（Light pulses）依

存的な Akt とその下流分子（GSK3）のリン酸化 
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ドソームへと移行する。この細胞内輸送は、GPCR 下流シグナルの強度や活性持続時間を左

右する重要なシステムと考えられているが、どのように制御されているのか不明な点が多い。

既存の知見に基づけば、GPCR と β-arrestin との相互作用の重要性が類推されることから、

GPCR と β-arrestin の相互作用の人為的な制御によって、細胞内輸送のメカニズムを解明で

きる可能性がある。しかし、既存の手法（GPCR や関連タンパク質へのアミノ酸変異導入や、

阻害剤の利用）では、時間的・空間的な制御に問題があり、相互作用を制御することに限界

が存在した。そこで、GPCR と β-arrestin との相互作用を、CRY2 と CIBN を用いて外部光

により操作する技術を開発した[6]。 
 GPCR の一種であるアドレナリン受容体（ADRB2）をターゲットとして、 ADRB2 と

β-arrestin のそれぞれに CRY と CIB が結合したプローブを作製した（図４A）。プローブを

発現した細胞に、共焦点顕微鏡観察下で青色光を照射したところ、 ADRB2 と β-arrestin の

相互作用が起こり、ADRB2 のエンドサイトーシスが誘導されることがわかった（図４B）。

さらに、光の照射強度や照射時間の調整することで、誘導されるエンドサイトーシスの量が

制御できることを定量的に実証している。また光照射を止めると、ADRB2 と β-arrestin の

相互作用が解消されることを明らかにした。実際、光照射を止め β-arrestin との相互作用を

解消させると、 ADRB2 が細胞膜上にリサイクリングされることが判明した。一方、光照射

 
図４．（A）GPCR-β-arrestin 相互作用を光操作する原理図（B）光照射による GPCR の

細胞内局在．光照射後は GPCR が β-arrestin と相互作用し、エンドサイトーシスにより

細胞内に局在する．（C）光照射時間依存的な GPCR のユビキチン化．ISO:イソプロテ

レノール（ADRB2 のリガンド） 
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を長時間続けた場合には ADRB2 のユビキチン化が促進され、リソソームへ輸送されること

が判明した（図４C）。これらの結果から、ADRB2 と β-arrestin の相互作用の持続時間が

ADRB2 の細胞内輸送を決定することが明らかとなった。 
本技術は、ADRB2 や β-arrestin のみでなく、他の関連タンパク質の動態を解析すること

も可能である。実際、ADRB2 以外の GPCR4 種（neurotensin receptor、 muscarinic 
acetylcholine receptor M3、 corticotropin releasing-factor receptor、vasopressin 2 receptor）
と GPCR ではない細胞膜受容体 1 種（transforming growth factor 3 receptor）に CRY と

CIB を結合し細胞に発現させた。青色光を照射した結果、全ての受容体においてエンドサイ

トーシスが誘導されることを確認した。これらの結果は、開発した光制御ツールの幅広い応

用性を示唆しており、細胞膜受容体に関する様々な研究への波及効果が期待される。  
 

操作する技術３： CRY2 の多量体形成を利用した膜レセプター活性の光制御 
受容体タンパク質には、リガンド結合により二量体及び多量体を形成し、これが下流シグ

ナルの活性化の引き金となっている例が多く知られている。したがって、前節で紹介した光

照射により二量体及び多量体を形成する光受容体タンパク質を膜レセプターに融合すること

で、光照射により二量体・多量体化し活性化する「光応答型受容体タンパク質」が作成可能

となる。 
我々は細胞膜レセプターの光制御のモデルとして、神経細胞の軸索伸長方向を決定する細

胞膜受容体キナーゼ（DCC）に着目した。DCC は成長円錐と呼ばれる構造体に発現しており、

細胞外の軸索誘導分子の濃度勾配を認識すると、細胞内に情報を伝達し軸索の伸長方向を探

索することが知られている。しかし、人工的に分子の濃度勾配を成長円錐まわりにつくるこ

とは容易ではない。そこで光により直接 DCC を活性化して、軸索の伸長方向を光によって

制御できるのではないかと考えた。 
単量体で細胞膜上に存在する DCC は、細胞外誘引物質によって多量化し活性化する。そ

こで、DCC の多量化を光照射によって誘導するタンパク質プローブ、PA-DCC 
(photo-activatable DCC) を設計した（図５A）[7]。光誘導には CRY2 を用いた。CRY2 は

CIBN 非存在化では、光照射にともないオリゴマーを形成することが知られている。従って、

PA-DCC に青色光を照射すると、細胞膜上で DCC が多量体を形成し DCC 下流シグナルを局

所的に活性化することが期待できる。実際、PA-DCC を HEK293T 培養細胞に導入し、光照

射前後での多量体形成および下流分子の一つである FAK タンパク質のリン酸化が惹起され

ることを実証している。 
PA-DCC が軸索誘導能をもつかどうかを検証するために、当該分子をニワトリ胎児由来の

後根節神経細胞に導入し、光照射前後で軸索の伸長方向の経時変化を観察した。その結果、 
PA-DCC を導入した神経細胞では、光照射した方向に軸索が大きく誘引されることが解った

（図５B）。これは光により神経軸索の伸長方向を決定できる、新たなテクノロジーが開発で

きたことを意味している。さらに生きた個体内でも本手法が応用可能であることを示すため、
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プローブを導入した線虫株を作製した。発生途中の線虫において、伸長しつつある神経軸索

の成長円錐に青色光を照射した。結果、成長円錐が青色光照射領域へと誘引されることが解

った（図５C）。最後に、開発した光誘導技術を用いることで、生体内において成長円錐の可

動方向が周囲の物理的細胞障壁により制限される可能性について検証した。その結果、神経

索と呼ばれる他の神経細胞の軸索の束が、これに衝突した成長円錐の可動方向を神経索に沿

った方向に制限していることを直接実証することに成功している。  
 

おわりに 
 光受容タンパク質の生化学研究は歴史が旧く、分子レベルでのメカニズムに関する情報が

蓄積し、今もなお更に解明が進んでいる。こうした知見を元に革新的な「観る技術」と「操

作する技術」を開発することは、新たな生命科学研究の潮流を産み出すことにつながるであ

ろう。一方で、本稿で示した技術はいずれも細胞外から導入した膜レセプターや酵素の光操

作技術である。今後の課題としては、生体に内在するタンパク質の活性をいかに制御するか、

そして生体深部の光制御をどのように実現するかが急務の解決すべき課題である。異分野の

叡智を集結した新たな分析技術が、生命現象の理解の深化に大きく貢献することを期待して

いる。 
 
参考文献 
[1]  M. Endo and T. Ozawa, J. Photochem. Photobiol. C, 2017, 30, 10-23. 
[2] T. Ozawa, H. Yoshimura, S.B. Kim, Anal. Chem., 2013, 85, 590-609. 
[3] S. Iwano, et al., Science, 2018, 359, 935-939. 

 
図５．（A）DCC 活性を光操作する原理図（B）ニワトリ胎児由来の後根節神経細胞の軸

索伸長を光操作した透過光像．青丸は光照射した位置を示す．+、 -は PA-DCC を細胞

に導入したかどうかを示している．（C）線虫を用いた光による軸索誘導実験．成長円錐

部に光（青丸）を照射すると、光照射側に引っ張られる． 
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はじめに 
生物の持つ翻訳系は、20 種類のタンパク質性アミノ酸をリボソームによって重合し、様々

な機能性のタンパク質を合成する非常に重要な反応系である。近年、翻訳で利用されるアミ

ノ酸はタンパク質性アミノ酸に限られず、多くの非タンパク質性アミノ酸がリボソームの基

質となることが明らかになってきた。この知見に基づき、近年では、mRNA 提示法を利用す

ることで、非タンパク質性アミノ酸を含むペプチドライブラリを作製し、薬剤候補や分子プ

ローブを取得する研究も進められている。 
では、もし非タンパク質性アミノ酸が自由にペプチドライブラリに導入できるとしたら、

どのようなアミノ酸を用いるのが有効であろうか？私は、D 体アミノ酸と β-アミノ酸に着目

した。これらのアミノ酸は非タンパク質性アミノ酸の中でも、主鎖に非タンパク質型の構造

を持つという特徴がある。D 体アミノ酸・β-アミノ酸を含むペプチドライブラリを、翻訳系

によって構築できれば、構造の多様性が非常に高いライブラリとなるだろう。加えて、これ

らのアミノ酸の特殊な主鎖骨格のため、ペプチドの加水分解酵素に対する耐性が上昇するこ

とも期待できる[1, 2]。このように、D 体アミノ酸・β-アミノ酸を翻訳導入することは、機能性

ペプチドを取得する目的において、非常にメリットが大きい。しかし、D 体アミノ酸・β-ア
ミノ酸が翻訳系で利用可能であるかについては、これまで一致した研究結果が得られていな

かった。そこで私は、『無細胞翻訳系による D 体アミノ酸・β-アミノ酸のペプチドへの導入が

可能か』をテーマとして研究を進めた[3, 4]。本稿では、その内容について紹介する。 
 
D 体アミノ酸・β-アミノ酸のペプチドへの導入方法 

D 体アミノ酸・β-アミノ酸のペプチドへの導入を検証する実験系を図 1 に示した。まず、

アミノアシル化を触媒する人工リボザイムであるフレキシザイムを用い、D 体アミノ酸・β-
アミノ酸を結合したアミノアシル tRNA を調製した。アミノアシル化に使用するアミノ酸と
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して、D 体アミノ酸では、タンパク質性アミノ酸の側鎖を網羅する 19 種類（鏡像異性体を持

たない Gly を除く）を全て用いた。β-アミノ酸では、側鎖の持つ性質に偏りが出ないよう 13
種類を選択して用いた。続いて、系内のアミノ酸とアミノアシル tRNA 合成酵素を 4 種類の

みに制限した再構成無細胞翻訳系を調製し、作製済みの D-アミノアシル tRNA または β-アミ

ノアシル tRNA を添加した。これにより遺伝暗号がリプログラムされ、D 体アミノ酸・β-ア
ミノ酸がセンスコドンに割り当てられた翻訳系(FIT system)[5]が完成した。この系を用いて

ペプチドを翻訳合成し、得られたペプチドを解析することで、様々な側鎖を持つ D 体アミノ

酸・β-アミノ酸の翻訳系への適合性を評価した。ペプチドの解析には質量分析と電気泳動を

利用した。質量分析により、D 体アミノ酸・β-アミノ酸がペプチドに導入されたことを確認

した（D 体アミノ酸については電気泳動と合わせて判断した）。さらに、電気泳動では、D 体

アミノ酸・β-アミノ酸を含むペプチドの収量が測定できるため、これを各アミノ酸のペプチ

ドへの導入効率の指標とした。 
 

D 体アミノ酸・β-アミノ酸の翻訳適合性 
まず、D 体アミノ酸・β-アミノ酸 1 残基の導入について検証を行った。図 2a に示したモデ

ルペプチド p1 への、D 体アミノ酸・β-アミノ酸の導入を試みた。その結果、D 体アミノ酸で

12 種類、β-アミノ酸で 10 種類のアミノ酸でペプチドへの導入が確認できた。翻訳導入効率

の高い順にアミノ酸を並べると、側鎖に短いアルキル鎖(Gly, Ala, Cys, Ser, Met)または小さ

な芳香環(Phe, Tyr, Phg)を持つアミノ酸の効率が高いという関係性が見出された。一方で、

翻訳導入が難しい D 体アミノ酸・β-アミノ酸も明らかになり、側鎖が嵩高い、電荷を持つ、2
級アミンである(Trp, Glu, Asp, Arg, Lys, Pro)という共通性が見出された。非常に興味深いこ

とに、ここで見られた側鎖の構造と導入効率の関係については、同じく非タンパク質型の主

鎖骨格を持つ N-メチルアミノ酸でも同様の関係性があると報告されている[6]。 
続いて、導入効率の特に高かった D 体アミノ酸・β-アミノ酸を用いて、2 残基の導入につ

いても検証を行った。はじめに図 2b に示したモデルペプチド p2 の翻訳合成を試みたが、連

続 2 残基の D 体アミノ酸・β-アミノ酸の導入は困難であることが分かった。そこで、2 残基
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のD体アミノ酸・β-アミノ酸の間にタンパク質性アミノ酸であるL-α-Tyrを配置することで、

翻訳効率を上昇させることを試みた。その結果、図 2b に示すモデルペプチド p3, 4, 5 のよう

に、D 体アミノ酸・β-アミノ酸の間を離すに従って、翻訳合成量が上昇し、ペプチドへの 2
残基の導入が可能になることが明らかになった。 
 
まとめ 
本研究では、D 体アミノ酸・β-アミノ酸の翻訳系への適合性について検証し、翻訳系で利

用可能な多くの D 体アミノ酸・β-アミノ酸を同定した。また、ペプチドへの導入効率と側鎖

の構造に関係性があることを見出した。さらに、複数残基の D 体アミノ酸・β-アミノ酸をペ

プチドへ導入するために必要なペプチドのデザインについても明らかにした。ここで得られ

た知見を利用すれば、mRNA 提示法[7, 8]や TRAP 提示法[9]を用いることで、D 体アミノ酸・β-
アミノ酸を含むペプチドのライブラリ化が可能になる。D 体アミノ酸・β-アミノ酸を導入す

ることで、ペプチドの構造多様性が上昇し、さらに加水分解耐性も高めることができる。作

製できるペプチドライブラリは、生体内のような分解酵素の多い環境にも適用可能な機能性

ペプチドが得られやすい、非常に有用なライブラリになると期待される。 
 
展望 
これまでの研究から、D 体アミノ酸・β-アミノ酸の翻訳導入には、大きな制限があること

が明らかになった。現在、これらのアミノ酸を効率的に導入できるよう翻訳系を改変する研

究が進められている。最近では、tRNA を変えることで、D 体アミノ酸で連続的な導入が可

能になるという報告があった[10, 11]。これは、非タンパク質性アミノ酸を結合した tRNA と、

アミノアシル tRNA をリボソームに輸送する伸長因子 EF-Tu の親和性を上げることで、D 体

アミノ酸の導入改善を図るものであった。ただし、導入可能な側鎖が限定され、β-アミノ酸

では連続的な導入ができないという問題は、依然として残っている。 
現在の私の研究テーマは、『D 体アミノ酸・β-アミノ酸を効率よく導入可能な改変リボソー

ムの創製』である。野生型リボソームの活性中心の構造は、D 体アミノ酸・β-アミノ酸によ

るペプチド結合形成の触媒に適さないことが明らかにされている。そこで、リボソームの活

性中心に変異を導入し、構造を改変することで、これらのアミノ酸の導入効率の改善が可能

であると考えている。 
 
おわりに 
 何か『新しい面白いこと』ができないか（できないかと言うより、なんとかひねり出さね

ば、という方が合っているかも知れない）と考える中で、近頃『新しい面白いこと』のイン

プットがあまりできていないのではと気づいた。今日やるべきことが様々ある中で、自分に

関係しそうな範囲を定め、無意識のうちに、徐々にその範囲を狭めてきてしまっていたので

はないかと内省する。そんな折、ある著名な方が（研究者ではない）、次のようなことを言っ
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ているのを聞いた。「最近は専ら、昔嫌いだったことばかりやってみている。そうしたことの

中にまだ見つけていない面白いことがあるから。」実際は、嫌いなことにまで目線を向ける余

裕があるかは置くにして、これまでなら切り捨てていたちょっとしたトピックも、意識的に

調べてみると、大抵は何か気になるところが出てくる。最近は、こうしてインプットを増や

し・広げることを頭に置いて研究生活を送っている。これが時間の無駄に終わるか、『新しい

面白いこと』に繋がるかは不明だが、もし『新しい面白いこと』が見つかった暁には、また

こうしてご紹介させて頂ける機会があれば幸いである。 
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◆ 若手研究者からのメッセージ ◆ 
 

甲南大学先端生命工学研究所（FIBER） 
講師 建石 寿枝 

 
はじめに 
核酸（DNA や RNA）は、ワトソン・クリック塩基対から成る二重らせん構造であるが核

酸は非二重らせん構造（例えば、フーグスティーン塩基対から成る三重らせん構造や四重ら

せん構造など）も形成する。非二重らせん構造が形成されると転写・翻訳など遺伝子発現機

構が高い効率で抑制されるという報告が相次いでいる。二重らせん構造が発見されてから半

世紀以上が経過し、核酸の非二重らせん構造の生体内での役割を解明するための研究が、世

界的に行われている。核酸は骨格に負電荷を有するため、溶液中でカチオンと結合すること

で安定な構造を形成する。核酸の非二重らせん構造の構造安定性は溶液のカチオンの種類に

よって大きく異なる。例えば、三重らせん構造は Mg2+、四重らせん構造は K+によって安定

化される。一方、細胞の表面には細胞内のイオンの出入りを制御するイオンチャネルが多数

存在し、細胞周期の制御やシグナル伝達、疾患発症に関与すると考えられている。筆者は、

イオンチャネルを介した一過的な細胞内のイオン環境変化が核酸構造に影響を及ぼしている

のではないかと考え、研究を遂行している。本稿では、細胞のがん化と進行に伴う細胞内の

環境変化が DNA の構造と機能に及ぼす影響について紹介する。 
 
細胞内環境下における核酸構造の

多様性 
核酸の非二重らせん構造は、細胞

内でのどのような役割を担ってい

るのであろうか。筆者の所属する甲

南 大 学 先 端 生 命 工 学 研 究 所 
(FIBER)では、細胞内における高濃

度の生命分子によって混雑した 
(分子クラウディング) 環境を、中

性高分子や糖等を溶液に添加する

ことで in vitro において再現し、分

子クラウディング環境が生命分子

の挙動に及ぼす影響について解析

を行ってきた。その結果、分子クラ

ウディング環境下では、ワトソン・

クリック塩基対は不安定化し、逆に

フーグスティーン塩基対は安定化

することが明らかになった[1]。つま

り、細胞内環境では、ワトソン・ク

 
図１ DNA の構造多様性。試験管内における核酸構造

形成時の自由エネルギー変化から、標準溶液中では非

二重らせん構造は二重らせん構造よりも不安定である

が、細胞内環境では安定であることが予測される。 
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リック塩基対だけではなく、フーグスティーン塩基対からなる三重らせん構造や四重らせん

構造も十分に安定であることが示唆された（図１）。さらに、細胞内の代謝産物と類似した構

造をもつ分子イオン（コリンイオン）が高濃度に存在する溶液中では、生化学実験の標準溶

液では形成できないような構造（i-モチーフ、C-四重らせん構造）が安定に形成され、核酸

の構造は周辺の分子環境に大きく依存することが明らかになった[2,3,4]。 
非二重らせん構造は、特定の塩基配列の領域で形成される。ポリプリン鎖とポリピリミ

ジンの連続配列では三重らせん構造が、グアニンの連続配列では四重らせん構造が形成され

ることがある。ヒトゲノム計画によって公表されたゲノム配列によると、遺伝子領域はヒト

染色体の約 25%を占めており、このうちタンパク質をコードしている領域は約 1%であり、

残りの 24%は遺伝子のタンパク質をコードしていない領域である。 このようなタンパク質の

非コード領域にはグアニンの連続配列や単調な反復配列が多く存在し、非二重らせん構造を

形成しやすい。例えば、四重らせん構造を形成可能な配列はヒトのゲノム配列上に 30 万カ所

も存在する。コード領域ではもちろんのこと，非コード領域においても非二重らせん構造が

形成されると、コード領域から生成されるタンパク質発現が抑制される。溶液環境は細胞周

期によって著しく変化するため、細胞内環境変化に応答して核酸構造が変化し，生命現象を

コントロールしている機構があることを連想させる。近年、DNA 上に四重らせん構造が形成

されると転写が高い効率で阻害される報告が相次いでおり[5]、転写阻害と種々の疾患発症の

関連性が議論されている。興味深いことに、四重らせん構造を形成できる配列の多くは、が

ん遺伝子に存在する。悪性のがん細胞中では、細胞外へ K+を放出するカリウムチャネル

（KCNH1）が過剰発現することが知らており、K+濃度の低下は四重らせん構造を劇的に不

安定化する。しかし、細胞のがん化やその進行過程において、四重らせん構造がどのような

役割をもつかはわかっていなかった。 
 
がん発症と進行過程における核酸構造の役割 

細胞内の DNA の構造変化が、がん発症と進行過程において転写活性に及ぼす影響を解析

した。まず、がん細胞において活発に転写されている c-Myc 遺伝子上の四重らせん構造を、

転写の鋳型となる DNA に導入したプラスミド DNA と四重らせんを形成しない DNA 配列を

導入したプラスミド DNA を構築した。これらの DNA を転写量の指標となるコントロールプ

ラスミド DNA とともに、細胞に導入した。24 時間後に細胞を破砕して RNA を精製し、定

量リアルタイム PCR によって細胞内の標的の DNA から転写された RNA 量を定量化した。

細胞は、正常細胞として NIH3T3 (マウス胎児線維芽細胞)を、（初期）がん細胞として MCF-7 
(ヒト乳がん細胞)を、悪性がん細胞として、MDA-MB-231 (ヒト乳がん細胞)及び NIH3T3 細

胞を RAS 遺伝子により悪性化した NIH3T3-Ras を用いた。本研究では、四重らせん構造を

もつDNAから転写されるRNAの産生量を正常細胞、がん細胞、悪性がん細胞内で比較した。

その結果、四重らせん構造をもたない DNA と比べて、正常細胞内では四重らせん構造をも

つ DNA から転写される RNA は非常に少なく、四重らせん構造によって転写が抑制されてい

ることが推察された。一方で、がん細胞、悪性がん細胞中では、四重らせん構造をもつ DNA
からの転写される RNA 量が、がん細胞、悪性がん細胞の順に増大することを見出した。 
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そこで、細胞内における四重らせん構造の形成を解析するために、細胞内の K+濃度の低下

に寄与する KCNH1 の発現量を解析した。その結果、正常細胞、がん細胞、悪性がん細胞の

順に増大した。つまり、四重らせん構造は細胞のがん化と進行にともなって不安定化してい

ると考えられる。さらに、細胞の四重らせん構造に特異的に結合する抗体（BG4）を用いた

蛍光抗体法を用い、細胞内における DNA 構造を共焦点レーザー顕微鏡によって観察した。

その結果、細胞内で形成される四重らせん構造は、細胞の悪性がん化によって劇的に減少す

ることも見出した（図 2a）。このような細胞内での四重らせん構造の形成・解離が、転写量

に影響を及ぼしていると考えられる[6]。 
本研究結果から、正常細胞では、がんを活性化させる遺伝子上で、四重らせん構造が形成

され、転写が阻害されていることが考えられる（図 2b、上段）。一方で、悪性がん細胞では、

四重らせん構造が不安定化され、がんを活性化させる遺伝子の転写が促進されると考えられ

る（図 2b、下段）。本研究によって、遺伝子中に形成された特殊な DNA 構造が、細胞のがん

化やがん悪性進行による細胞内の環境変化に応じて、がん遺伝子を活性化する新規のメカニ

ズムが見出された。本研究成果は、DNA 構造が制御する疾患発症機構を解明できるのみなら

ず、DNA 構造を標的とした新規の薬剤の分子デザインにおいて活用できると期待される。 
 
おわりに 
 本稿では筆者が所属研究所、FIBER で取り組んできた研究について紹介した。 核酸の基

本構造は、J. D. Watson と F. Crick によって提唱された美しい二重らせん構造は、生命の遺

伝情報を託す構造として優れた構造である。しかし、二重らせん構造の核酸は、生命の遺伝

情報を調節する“機能”は持たない。核酸にセントラルドグマの転写・翻訳の過程を調整する

という “機能”を与えるのが、非二重らせん構造ではないかと FIBER では考えている。本稿

 

図２ (a) 共焦点レーザー顕微鏡による細胞内の四重らせん構造のイメージ。 
(b) 四重らせん構造に制御される転写機構。 
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では、がん発症と進行過程における DNA 四重らせん構造による転写活性化機構について紹

介した。悪性がん細胞において、KCNH1 の発現レベルが上昇していることは、悪性がんマ

ーカーとして活用されるほど一般的なことであったが、細胞内の核酸―イオン相互作用の観

点から KCNH1 の発現変化ががんの進行過程に及ぼす影響に関しては、これまで議論されて

いなかった。核酸―イオンの相互作用という観点から疾患を考えると、がん以外にも多くの

疾患にイオンチャネルが関与しており、非常に興味深いと筆者は考えている。 
J. Watson と F. Crick の偉業から半世紀以上かけて行われた研究によって、現在はゲノ

ム配列から得た情報を薬剤の開発に活用できる技術が確立されつつある。今後は核酸の二重

らせん構造だけではなく、“非二重らせん構造”の形成を介した核酸の機能をより詳細に理解

することで、核酸を医療・産業分野で応用できる技術を開拓できると期待される。  
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◆ 若手研究者からのメッセージ ◆ 
 

東京工科大学 応用生物学部 
生命機能応用研究室 

助教 中西 昭仁 
 
はじめに 
 執筆のはじめに、バイオテクノロジー部会からこの度誠に僭越ながら執筆のご依頼を賜り

ましたことについて、ここに深く御礼申し上げます。 
 さて、この度の執筆内容については自由と伺っていたため、執筆内容を色々と考えました。

ただ、項目が若手研究者からのメッセージであることから、未熟ながらも研究者として歩み

はじめた私が、研究の起点から現在に至るまでを振り返り今後の意気込みを示す機会と私は

考えました。そのため本稿では私の現在までの研究内容を述べます。また、私は研究を通し

て得た言葉に研究面でも人生面でも強く支えられてきたので、私が現在までどのような言葉

を研究で学び、そして支えられてきたかについても述べます。もしかしたらそれらの言葉は

行き詰まっている誰か(特にポストドクター)の支えになるかもしれません。もしそうならと

ご関心を持たれ、以下の私的な文章を読み進めて頂けますと幸いです。 
 まずは研究者の起点である大学院生の研究生活、次に国内のポストドクターの研究生活、

最後に海外のポストドクターの研究生活でそれぞれ研究を通して学んだことについて述べて

いきたいと思います。 
 
大学院生の研究生活で学んだこと 
私の研究者としての起点は、京都大学大学院 応用生命科学専攻で植田充美先生が主宰され

る生体高分子化学研究室での研究です。植田先生は酵母の細胞表層に酵素などの機能性タン

パク質を提示し酵母細胞を担体としたタンパク質集合体として利用する細胞表層工学の第一

人者ですが、非常に幸いなことに私は先生から直接の指導を受けることができ、酵母の細胞

表層工学に基づいた研究に携わることができました。当時、エネルギーの需要が高まりから

非常に大きな問題として扱われていましたが、私はこの問題に解決策として一石を投じるた

め、循環型エネルギーを創生できるシステム作りをテーマに研究に打ち込みました。そこで

私は、植田先生の指導の下でセルラーゼ提示酵母を創生、循環型資源である非可食バイオマ

スから効率の良く直接的に糖化発酵できる系の構築を目指し研究を進めました。セルラーゼ

提示酵母を利用した直接糖化発酵系で効率化を図るとなれば、セルラーゼの酵素活性を向上

させる必要があります。実バイオマス中のセルロース構造は結晶-アモルファスの多様な構造

を持ちますが、この構造の分解にはセルラーゼの構成要素であるセルロース結合部位(CBM)
が大きく関与していること、自然界ではその多様性に CBM が対応しこれらの組み合わせで

効率的に構造が分解・糖化されている可能性が高いことを考える必要がありました。通常で
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あれば、当時の時流に乗り CBM に高度に保存されているタンパク質領域に注目するべきで

したが、本研究では CBM の構造を維持しながらもセルロース構造の多様性に対応している

可能性が大きい 4 か所の可変アミノ酸部位に注目し、セルロースの初発分解に主体的に働く

endoglucanase (EG)の可変アミノ酸部位をランダム化しました。さらに、このランダム化

CBM を有する EG と共に β-glucosidase、cellobiohydrolase を酵母の細胞表層に提示させ、

セルロース分解に対して CBM の組み合わせが良くセルロースの初発分解が効果的な提示酵

母がグルコースを優先的に確保し生育・発酵できる選抜系を構築しました。結果、バイオマ

ス毎に異なる CBM の組み合わせを検出し、この組み合わせを利用することで非可食バイオ

マスからのエタノール発酵能の向上を確認することができました[1]。以上、研究の内容ばかり

を書いてきましたが、私はこの研究を通して私の研究者としての人間としての足場を築きま

した。まず、研究を通して植田先生に教えて頂いた印象に残っているのは、自然に習いなさ

いという言葉です。特に本研究では、自然環境で選抜されてきた多種多様な酵素におけるフ

レキシブルな部位をランダム化し、自然環境の選択圧に似せた環境で培養して CBM をスク

リーニングしていることから、まさに先生の教えが活きた研究であったと思います。私は現

在、助教として応用微生物学を背景に研究の立ち上げを行っていますが、まだ何も特別なサ

ンプルを持ち合わせてはいません。だから学生にどうしたら研究を立ち上げられますかとよ

く聞かれますが、私は身近な環境にはおもしろい微生物がたくさんいることを知っていて、

また先生から頂いた言葉があるので、いつも安心して学生にはこういっています。自然に習

いなさい。生命科学研究の至言ではないかと思います。またその他、人が価値を見出せなか

ったところに価値があるという言葉も印象的で、酵素のアミノ酸の非保存部位に注目できた

のもその言葉がきっかけであったと記憶しています。現在までに、学生が就職活動で自身に

アピールできる点が見つからないといったときにも、人が価値を見出せなかったところに価

値がある、と話をしています。さらに他の言葉では、私が研究や就職活動で追い詰められた

ときにこそ、ピンチはチャンスであるという言葉とその意味を何度も教えて頂きました。ピ

ンチの時に自身の本性が現れるので、姿勢を正すのに良い機会であること、普段は見ないよ

うな角度で物事を見る機会となること、がその意味であったと理解しています。以上は一部

の例ですが、これらの様に研究上必要となる論理構成能力や研究遂行能力はもちろんのこと、

人生を生き抜く上で非常に重要な足場を固めて頂きました。その時は気付かなくても、未熟

ながらも大学で研究者として歩き始めた今、学生に研究を通して研究内容や就職活動の話を

するときにふいに口を突いて出てくるのはほとんどが先生のお言葉です。まさに、私の研究

の起点は生体高分子化学研究室にあり、そこを起点として言葉に育てられたと近年幾度とな

く痛感しています。 
 

国内のポストドクターの研究生活で学んだこと 
私が学位を取得した後は、神戸大学大学院 工学研究科/自然科学系先端融合研究環で微細

藻類を用いた燃料資源の生産についての研究に従事しました。特に海洋性緑藻による油脂生
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産技術の研究開発に深く関わり、新種の緑藻であった Chlamydomonas sp. JSC4 株の安定し

た培養系の構築、油脂や炭水化物の物質生産性が最適化されるような培養系の構築、13C 代謝

フラックスを基軸とした各種ストレス培養条件における緑藻細部内の代謝フローの解析・評

価を行いました[2-4]。その結果、JSC4 株の培養条件をコントロールすることで、JSC4 株では

培地中の窒素源が枯渇するだけであれば主に炭水化物を細胞内に蓄積するための代謝フロー

が増強されるが、窒素源枯渇に加え高塩濃度のストレスが複合的に組み合わさると、主に油

脂を細胞内に蓄積するための代謝フローが増強されるようになることをはじめて明らかにし

ました[5]。私は将来的に応用微生物を基軸とした有用物質生産の研究を推進したいと常々考

えていましたが、新種の微生物培養系を構築し、その細胞内代謝フローの解析・評価にまで

携われたことは、研究上私の知識や技能として現在の研究の礎になっています。また、私が

所属した近藤昭彦先生が主宰される研究室は非常にグローバルであったため、台湾やアメリ

カ、ガーナなど様々な国や地域の人と研究上でも日常でも時間を共有しコミュニケーション

を図ることが容易で、非常に活発にディスカッションすることができました。微生物を用い

た物質生産の分野では今後、国や地域の特徴ある地勢や文化に根付いた微生物を有効活用す

ることが今以上に求められていくでしょう。そのためここで得た経験は、単に今後微生物を

用いた物質生産をテーマに国際的な研究者として生き抜くための基盤となっただけではなく、

海外の研究者と対等に渡り合うために更に技術や知識、研究者としての国際的なコミュニケ

ーション能力を高めなければいけないという逼迫感も持つことになりました。常に私に逼迫

感を持たせ、強い研究者であることを期待したのが、当時台湾からポストドクターとして来

日し私とほとんどの研究を共にした親友の Shih-Hsin Ho さん(今は哈爾濱工業大學の教授に

なられています)ですが、良く Try and error. Finally, we'll get it. という非常にインパクトの

ある言葉を私にかけ続けていました。今思えば、その当時は目の前にある課題にしか目が行

っていなかった私に上を向かせて可能性を探らせ、そして後述の海外に挑戦させた、私の人

生を変えた言葉の一つです。彼もきっと、その言葉をもって研究者として生き抜いてきたの

でしょう。今となっては私の大切な言葉です。 
 
海外のポストドクターの研究生活で学んだこと 
 私は更に能力を高めるため、フランス国立農業研究所に博士研究員として移りました。私

が所属した Philippe SOUCAILLE 先生主宰の研究室では、絶対嫌気性菌 Clostridium 
acetobutylicum を用い、アミノ酸やアルコールのうち高付加価値な有用物質を高生産するた

めの研究を精力的に行っていました。微生物による物質生産を行う上で、C. acetobutylicum
は Escherichia coli や Corynebacterium glutamicum など一般的な物質生産株に比べ NADH
の使い回しが巧妙で、pyruvate から L -valine と isobutyl alcohol を生産する代謝経路におい

て解糖系で生産した NADH を mol 比のバランスよく使用できるので、C. acetobutylicum 細

胞内に NADH が余りすぎて解糖系が流れにくい等のストレスを与えず物質生産できます。

そのため、L-valine と isobutyl alcohol の高生産を狙い、この代謝経路に関わる全ての酵素を
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強発現プラスミドで増強させた形質転換株と培養系を構築しました。そこで私は、適した培

養条件下での改変株の酵素活性を詳細に解析・評価し、関連する酵素活性が向上しているこ

とを明らかにしました。上記のように私は当然 C. acetobutylicum を用いた研究に従事する

こととなりましたが、今までと異なる微生物を用いて、また文化や言葉が違う環境でどこま

で私の知識や技能をもって研究を遂行できるのかを確かめるいいチャンスでした。研究で非

常にお世話になった恩師の Philippe (フランスでは先生であっても下の名前で呼ぶので、そ

れに従ってここでもそうします) は、どんなネガティブなデータでも根気よく向き合い、実

験に穴がないかを一緒に考えてくれました。そんな時に Philippe に常々言われた please 
explain, simply. はとても印象に残っています。従事したのは先端を走る研究なので当然シ

ンプルに説明できないことが多々ありましたが、それでも Philippe はいつもディスカッショ

ンの時は please explain, simply. と繰り返し説明を求めてきました。その結果、今まで見え

てこなかった当たり前と思っていたことにも穴があることに気づくことが不思議とたくさん

ありました。Philippe は私が行っていることを理解していないから単純に説明して下さいと

言ったわけではなくて、複雑なものの中から研究の穴を探すには一度絡まりあった内容を解

いて、基礎を大切にしながら考えなさいという意味で言っていたのでした。これは単純に研

究の内容について言っているのではなく、文化や言葉が違う人とコミュニケーションを図り、

その環境で生き抜く術についても教えてくれていたのではないかと理解しています。最近で

は Philippe の言葉がまさに血肉になっていて、私が構成した研究テーマを研究室の学生に説

明してもらう際に先ず言うのは、もちろんいつも、簡単に説明してください (please explain, 
simply)。 
 
おわりに 
 学生からポストドクターの期間を振り返ってみれば、私の研究や人生のモチベーションは

恩師の方々の言葉と私が感じた危機感・逼迫感で維持・構築されてきたことがわかりました

(自分で書いてみて非常に良く再認識できました)。普段私は余り意識していませんが、もしか

したら常に、研究者としての起点で学んだピンチはチャンスだと思っているのかもしれませ

んし、そのことで多くの可能性をなんとかギリギリのところで勝ち取ることができ始めてき

たのかもしれません。今、大学にて助教として研究と教育に携わり、この先に多種多様な可

能性を持つ学生と共に話をする機会が多くなりました。私は私の経験を基に学生と接し、私

の恩師の方々がそうしてくれたように、一つ一つ言葉を大切にしながら、今後どこかで学生

が自ら気付けるように、また将来の研究や人生に可能性が広がるように、話をしていくこと

が大事であると感じています。 
 現在の研究者としての私があるのは、国内ももちろんのこと、国を越え文化を越えて支え

てくれた、ここにはとても書ききれない多種多様な人たちのおかげです。最後となりました

が、私を叱咤激励し諦めずに育ててくれたすべての人に、この場をお借りして深く感謝いた

します。またここまで読み進めてくれた人に対しても同様に、ありがとうございました。今
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後ともどうぞ宜しくお願い致します。 
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◆ 海外の研究室から ◆ 
 

カリフォルニア大学ロサンゼルス校、デイヴィッド・ゲフィン医科大学院 
木村 啓志 

 
カリフォルニア大学ロサンゼルス校（以下、UCLA）は、カリフォルニア州立大学の中で最

も学生数が多いマンモス大学です。UCLA のメインキャンパスは、かの有名なハリウッドと

サンタ・モニカに挟まれたウエストウッド地区に位置し、その広大な敷地とそこに立ち並ぶ

高層ビル群は一見すると一つの大きな町のようです。キャンパス内にはウィルソンプラザと

いう景観の良いメインストリートがあり、ロサンゼルスの観光スポットの一つとなっていま

す。 

私は、本務である東海大学の国外研究留学派遣制度を利用して、2017 年度の 1 年間、UCLA
デイヴィッド・ゲフィン医科大学院（いわゆる医学部）で腎臓再生医療の研究をしている

Norimoto Yanagawa 教授のラボに留学する機会を頂きました。残念ながら（？）私が留学し

ていたラボは、前述のメインキャンパスからフリーウェイを使って 30 分ほど車で北側に走

ったところにある退役軍人病院（Veterans Affairs Hospital）の敷地内の研究棟にありまし

た。留学先のボスである Yanagawa 先生は、M.D.であり、長く腎臓生理学の研究に携わって

おられましたが、iPS 細胞が発表されて以来、iPS 細胞を使った腎臓再生医療に方向転換して

研究を進めてこられた研究者です。一方、私はこれまで微細加工技術によって作製するマイ

クロデバイスをバイオや医療分野に応用する研究を進めてきました。Yanagawa 先生とは、

私の学生時代の友人が Yanagawa ラボにポスドクとして留学したことをきっかけに、10 年ほ

ど前から共同研究を実施していました。今回はこれまでの共同研究を推進するとともに、新

たな研究テーマへのチャレンジとして 1 年間、研究室にお世話になることになりました。 

腎臓はいったん機能不全に陥ると回復することが難しく、臓器移植以外に根治する方法が

ありません。しかし、臓器移植を必要とする患者数に比して移植可能な腎臓の数は限定的で、

多くの患者は移植を受けられないため、人工透析を受けざるを得ない状況です。Yanagawa 先

生のラボでは、組織工学的アプローチによって iPS 細胞を用いて腎臓の“種”を作製し、発生

工学的アプローチによってその“種”を複雑な形質を有する臓器にまで成熟させるという方法

で再生医療に応用可能な人工腎臓を作製しようと研究が進められています。私の研究テーマ

は、その腎臓の“種”を組織工学的に構成するためのマイクロデバイスを開発することです。ま

さに医工連携研究にもってこいのテーマだと自負しています。 

Yanagawa ラボは、Yanagawa 先生以下、4 名のポスドクと 3 名のテクニシャンで構成さ

れていました。医学部のラボにもかかわらず、それぞれの研究者の専門は、発生学、生物工

学、移植学、デバイス工学と一見すると全くバラバラです。しかし、ラボに滞在してみて、
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すぐに、人工腎臓を作るという一つの大きな命題を達成するためにいずれも必要不可欠な知

見であり、一つの研究室内で異分野融合が当たり前のように行われていることが分かりまし

た。2 ヶ月に 1 回ある Progress meeting 以外にラボメンバーが一堂に会する機会はありませ

んでしたが、ラボメンバーは日頃からお互いの進捗状況を確認し合い、実験計画を綿密に立

てていました。また、Yanagawa 先生が出勤されると一人一人の研究者に挨拶がてら進捗を

聞いて、的確なアドバイスをくださいました。このような Yanagawa 先生とラボメンバーの

協力もあり、留学中の研究成果で、筆頭著書 1 報を含む計 3 報の論文を提出することができ

ました。日本でも学際領域研究というキーワードが叫ばれて久しいですが、アメリカでは研

究室レベルでそれぞれの研究分野で挑戦的なテーマが平行して遂行され、それらが有機的に

連携している様を目の当たりにしました。また、Yanagawa 先生のラボ運営の姿勢からは、

専門分野のみならず国や言葉が違う研究者同士をまとめるために、コミュニケーションを密

に取ることの重要性を学びました。私自身、学際領域研究を進めている立場として、欧米の

ラボのスピード感を肌で感じられたのは、研究者人生の糧になりました。 

同じ研究棟内には、十程度のラボがありました。ランチタイムになると、研究棟内のラボ

の研究者らが共有のミーティングルームや外のベンチに弁当を持って集まります。様々な国

からやってきた研究者やテクニシャンが集まるランチタイムの話題は、それぞれの国の食や

歴史、宗教などの文化に関するものが主です。非常に驚かされたのは、彼らが日本のことを

よく知っていたことです。アメリカではケーブルテレビ網が発達していて、日本のドラマや

アニメ、ドキュメンタリーなどに触れる機会が多いようです。日本食ツウの研究者がいれば、

アイドルオタクのテクニシャンもいましたし、柔道や合気道など、武道を習っている研究者

たちもおり、海外に住んで改めて日本文化の素晴らしさを認識しました。英語の語学力習得

も今回のアメリカ留学の裏テーマでしたが、周りの人たちがお国なまりの英語で堂々とコミ

ュニケーションをとっているのを見て、私も「日本人のカタカナ英語で何が悪い！通じれば

いいのさ」というマインドになってしまったのは、英語を学習する身としてはマイナスだっ

たかもしれません。私の場合、日本のことについて質問された時に、知らずに答えられない

ことがよくありましたので、これから留学する予定がある方は、英語はもちろんですが、日

本の文化や歴史なども復習しておくことをおすすめします。 

最後にロサンゼルスでの生活について簡単にご紹介します。ロサンゼルスは 1 年間を通じ

て温暖で雨量が少なく、非常に過ごしやすい気候です。日系アメリカ人や日本人が多く住ん

でいるため、日系スーパーが点在し、日本で購入するよりはやや割高ですが日本の食材を簡

単に入手できます。ダウンタウンにはリトルトーキョー、UCLA の近くにはリトルオオサカ

と呼ばれる日系レストランが建ち並ぶエリアもあり、日本国内と遜色ない（時にはより上質

な）日本食にありつくことができます。ロサンゼルスでは、日本のように公共交通手段があ

まり発達していないため、自動車が必需品です。ただし、自動車さえあれば、フリーウェイ

を利用して、数多の観光スポットにアクセスすることができます。私のおすすめスポットは、
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グリフィス天文台です。ロサンゼルスを一望することのできる絶景ポイントです。研究に行

き詰まった時は夜にここに行き、心をリフレッシュさせたものです。ちなみにロサンゼルス

ではここ数年、アパートの家賃がどんどん上昇しているそうです。実際、私はラボメンバー

が以前住んでいたアパートを借りましたが、家賃がこの 5 年間で 1.5 倍に跳ね上がっていま

した。2028 年のオリンピック開催も決まり、今後ますます家賃は上がっていきそうです。し

かし、ロサンゼルスの住みやすさを考えれば、納得できます。 

私が渡米する直前に、ロサンゼルスを舞台にしたミュージカル映画「La La Land」がアカ

デミー賞の各部門を総なめして話題になっていました。それまでロサンゼルスに行ったこと

がなかった私は、イメージを膨らますために、渡米する機上で初めてこの映画を見ました。

その時の私にとって、この映画は単なるラブ・ロマンスでした。ロサンゼルスで生まれ育っ

た Yanagawa 先生の娘さんから教えてもらったのですが、「La La Land」とはロサンゼルス

のニックネームであり、かつ「現実から遊離した状態」を意味するそうです。確かに、日本

での生活に比べ、自らの興味ある実験だけに集中できる充実した研究生活を送ることができ

た今回の留学は、私にとってまさに「La La Land」でした。それが海外だったからか、ある

いはロサンゼルスだったからなのかは定かではありませんが、いずれにせよ、公私ともに日

本ではできない大変貴重な体験をさせていただくことができました。一年間の留学生活を終

えて、帰国する機上で改めて「La La Land」を鑑賞した時、行きの機上で見た時のそれとは

全く異なる感情を抱きつつ、この留学で得た経験を生かして今後ますます研究に邁進しよう

と誓ったのでした。 

 

Yanagawa ラボのメンバー（右から 3 番目が Yanagawa 教授、左端が筆者） 
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2015 年 4 月 現職 
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◆ 研究会・国際会議から ◆ 
 
Biosensors 2018 
 

産業技術総合研究所 健康工学研究部門 
生体ナノ計測研究グループ 研究グループ長 

山村 昌平 
 
「Biosensors」は世界各地で2年に1度開催されてるElsevierが主催する国際学会であ

ります。開催地は、アメリカ、欧州、アジア・オセアニア地域にて持ち回りで順番に開

催され、今回で28回目となるBiosensors 2018は、米国フロリダ州のマイアミにおいて

2018年6月12日（火）から15日（金）までの計4日間開催されました。 
マイアミはご存知の通り、米国東海岸のフロリダ半島の南端に位置し、米国内のみなら

ず世界的なリゾート地です。学会開催時の気候は、気温が30度以上あり、湿度も高く時

折雨も強く降っていました。丁度日本が梅雨の時期にさらに暑い場所に来たこともあり、

良く言えば夏を先取りした感じでした。マイアミから車で3、4時間のところには、キー

諸島があり、ヘミングウェイがいたことでも有名な最南端のキーウェスト島があります。

カリブ海を挟んでその直ぐ先はキューバです。その他にも車で1時間位のところに、米

国内最大の湿地帯で野生のワニやマナティ等が生息する世界遺産のエバーグレーズ国

立公園もあります。訪れる機会があれば時間を取って足を伸ばしたいところです。 
学会場は、マイアミビーチから車で15分程度のところのダウンタウンにあるHyatt 
Regency Miamiホテルの会議場であり、基調講演（6件）、口頭発表（192件）およびポ

スター発表（550件）の全てが同会場で行われました。今回の学会参加者は総勢938名で

あり、そのうち米国からの参加者が最も多く約230名であり、次いで中国、韓国、日本

が順に多い参加人数でした。国内からは70名程度参加しており、発表会場での様子から

も例年よりもやや多いように思われました。 

 

 

学会場の外観 

 

学会場周辺の夜景 
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学会初日の12日は、プレ会議としてサマースクールと称した講演会があり、紙ベース

のバイオセンサーすなわちイムノクロマトのような簡易で操作性が高いセンサーを学

生や若手研究者に紹介するセッションが開催され、最後に歓迎レセプションが行われま

した。翌日の13日から本大会が正式に開催され、本学会の会長である Anthony P. F. 
Turner教授（Linköping University, Sweden）から開会の挨拶がありました。引き続い

て基調講演が2件行われ、13日から15日の3日間で計6件の発表がありました。基調講演

は、実用化されている小型の電極やマイクロ流路などを用いたウェアラブルセンサー等

のPoint-of-care testing (POCT)やロボティクス研究といった実用性の高い研究開発が、

最近の動向も交えて紹介されていました。口頭発表も基調講演に引き続いて行われ、4
つの講演会場に分けれて、1日12セッションに分かれて終日講演がありました。それと

同時に、ポスター発表も13日から15日の3日間で3つのパートに分かれてポスター＆展

示会場で行われました。いずれの発表も最終日の15日まで行われ、最後に授賞式

（Biosensors & Bioelectronics Award、Poster Awards）がありました。 

 
Biosensors 国際学会が対象とする研究分野は、その名の通りバイオセンサー関連研

究が多く発表されていますが、センサー分野全体も包括する分析化学分野全般とそれに

付随する技術に関する研究などにも及んでおり、幅広く多岐に渡ります。今回の研究ト

ピックスを分類すると15分野に分かれており、バイオセンサー分野では歴史が長い電気

化学センサーから、DNA、酵素、免疫学的センサー、組織や細胞ベースのアッセイ系、

マイクロ・ナノデバイス、近年流行りのウェアラブルやインプラント型のセンサーまで

幅広く発表されていました。測定対象も、遺伝子、タンパク質、細胞、組織、個体まで

各階層に及んでいます。他の研究分野もそうなのかも知れませんが、昨今言われている

AIやIoTの流行に伴って、ウェアラブルやインプラント型のセンサーの研究発表が増え

ているように思われます。測定対象としては、糖尿病のマーカーでもあるグルコースが

相変わらず多く報告されており、それを汗、唾液、尿などでより簡易に非侵襲的にリア

ルタイムモニタリングすることを目指しています。その他にも、乳酸やｐHなども併せ

て測定するマルチ計測も報告があり、今後小型化、高感度化などの技術開発が着実に進

 

メイン会場での様子 

 

ポスター会場での様子 
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み、将来これまで検出不能であった測定対象の検出などが可能になれば、様々な分野に

おいて有用なものになると期待されます。 
懇親会は、学会3日目の夕方にバスで15分程度移動し、マイアミビーチのNikki Beach

で開催されました。ビーチに隣接したオープンテラスで開放的な雰囲気を堪能しました

（本来ならもっとラフな格好で綺麗なビーチで丸一日ゆっくり過ごせたらと思いつつ）。

その他ファイヤーダンスなどの余興もありお酒を片手に色々な先生方々と談笑させて

頂きました。また別日ではありますが、本国際学会で恒例？の日本人同士の懇親会にも

参加させて頂き、新たに交流も深められたことも良かったです。 

 
Biosensors国際学会は、バイオセンサー関連研究を進める研究者はもちろん、ものを

測るという大きな括りでは分析化学技術、計測技術および周辺技術の機器開発や固定化

技術など多岐に渡るので、少しでも研究分野に繋がりがあれば、国内外の研究者との交

流、連携を図るには良い場所かと思います。また2年後の次回は、韓国のプサンで開催

予定ということで近場ということもあり、少しでもご興味ある方はお気軽に参加をご検

討されるのも良いかと存じます。 
 
 

 

懇親会場に隣接のマイアミビーチ 

 

懇親会場での様子 
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◆ 第１２回バイオ関連化学シンポジウムのご案内 ◆ 
 
主 催  日本化学会生体関連化学部会 日本化学会バイオテクノロジー部会 
共 催  日本化学会 
会 期  9月9日（日）～11日（火） 
会 場  大阪大学吹田キャンパス工学研究科共同講義棟 〔交通〕阪急千里線

「北千里」駅徒歩15分, 地下鉄御堂筋線「千里中央」駅より阪急バス

「阪大本部前」徒歩5分, JR京都線「茨木」駅より近鉄バス「阪大本部

前」徒歩5分、大阪モノレール「阪大病院前」駅徒歩15分（詳細：

http://www.eng.osaka-u.ac.jp/ja/access.html） 
発表申込締切 6月8日（金） 
予稿原稿締切 7月20日（金） 
参加登録締切 7月20日（金） 
討論主題  ペプチド・タンパク・酵素，分子認識・超分子・モデル系，遺伝子関

連などが関連する幅広いバイオ関連化学 
発表形式  口頭発表・ポスター発表 
申込分類 1）分子認識・超分子・モデル系，2）ペプチド・蛋白・酵素，3）核

酸関連，4）糖・脂質，5）メディカルバイオ，6）環境バイオ，7）分

析・計測・センサー・デバイス 
ポスター発表 原則，1日目および2日目 
口頭発表 全日で15分発表，5分質疑（＊口頭発表は原則として1研究室1件ま

で。ただし，申込みは2件まで可） 
発表申込方法 下記シンポジウムHPから 
参加登録費  ［事前］部会員：一般5,000円，学生3,000円，非部会員：一般7,000

円，学生4,000円［7月20日（金）以降〜当日］部会員：一般7,000
円，学生5,000円，非部会員：一般9,000円，学生6,000円 

懇親会  9月10日（月），大阪大学吹田キャンパス・ポプラ通り福利会館2階レ

ストラン「クルール」にて開催。会費：一般事前申込み4,000円，一般

当日申込み6,000円 
参加登録方法 下記シンポジウムHPから 
問い合わせ先 〒565-0871大阪府吹田市山田丘2-1, P2棟, 民谷研究室内 第12回バイ

オ関連化学シンポジウム事務局、電話（06）6879-4087／FAX（06）
6879-7840、E-mail: bio12office@ap.eng.osaka-u.ac.jp、 

 URL: http://jointsympo.csj.jp/ 
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◆編集後記◆

 年に２回の発刊を行っているバイオテクノロジー部会ニュースレターですが、今回も

先生方からの渾身の原稿を頂き、無事 8 月の発行にこぎつける事ができました。本年は

例外的な暑さが続いておりますが、夏の最後、9 月 9 日からバイオ部会で最も大きな行

事である「第１２回バイオ関連化学シンポジウム」が、大阪大学吹田キャンパスにおい

て、開催される運びとなっています。暑さに負けず、皆様のホットな研究成果の発表の

場になることを期待しております。

NEWS LETTER Vol. 22, No.1 2018 年 8 月 1 日発行 
事務局：〒101-8307 東京都千代田区神田駿河台1-5，日本化学会バイオテクノロジー部会 
Office of Secretary: The Chemical Society of Japan, 1-5, Kanda-Surugadai, Chiyoda-ku, Tokyo 101-8307, Japan 

34


	00. 目次-バイオテクノロジー部会ニュースレター
	01-08. ALL
	01-08. ALL
	01. ニュースレター巻頭言（跡見）OK
	バインダー1
	02. ニュースレター（小澤）OK
	03. ニュースレター（藤野）OK
	04.  ニュースレター（建石）OK
	05. ニュースレター（中西）OK
	06. ニュースレター（木村）OK
	07. ニュースレター（山村）OK


	08. ニュースレター（会告）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




